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問４ 問２で「広域連携を進め、将来的には市町村合併を進めるべきである」とお答えい

ただいた方に伺います。 
問４－１ 広域連携を進める事業の内容や理由について、どのようにお考えですか。 

次の中から３つ以内でお選びください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 連携して取り組むことにより、「教育・医療・福祉などで質の高いサービスが期待できる」が最も多

く、74.2％、次いで「消防・救急・防災への対応力の強化が期待できる」が 54.9％、「公共施設などを

共同で建設・利用することにより、経費の削減が期待できる」が 40.8％となっている。１位の行政サー

ビスの向上を望む声が特に高く、２位以下を約 20 ポイント以上引き離す割合となっている。 

 

クロス集計 

 

 上位５項目について性別にみ

ると、女性では「教育・医療・

福祉などで、質の高いサービス

が期待できる」が 80.2％となっ

ており、特に期待を寄せている

人が多いことがわかる。 

 

 

 

 

広域連携や市町村合併に期待されているのは、「教育・医療福祉サービスの

充実」。 

ポイント 

性別

(N=326)

教育、医療、福祉などで質の高いサービスが期待できる

消防、救急、防災への対応力の強化が期待できる

公共施設などを共同建設・利用することで経費削減が期待できる

道路整備、産業振興などで効果、効率が期待できる

他の市町の文化・スポーツ施設が利用できるようになる

窓口が増え、サービスが受けやすくなる

具体的にはわからない

その他

無回答

(%)

74.2

54.9

40.8

39.9

31.3

28.5

1.2

0.9

0.9

0 50 100

教育、医療、福祉などで
質の高いサービスが期待できる

消防、救急、防災への対応力
の強化が期待できる

公共施設を共同建設・利用する
ことで経費削減が期待できる

道路整備、産業振興などで効果、
効率が期待できる

他の市町の文化・スポーツ施設
が利用できるようになる

42.7

51.7

62.9

66.4

25.9
30.8

39.0

80.2

35.2

48.9

0 50 100(%)

男性
N=143
女性
N=182
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問４－２ 将来的に市町村合併をする場合は、どのタイミングが良いと考えますか。 

次の中から１つお選びください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「近隣市町の動向に合わせて」が 53.7％と過半数を占めている。次いで「国の道州制移行、県の動向

に合わせて」が 29.8％、「せざるを得なくなったときに」「具体的にはわからない」が同率で 7.1％とな

っている。 

 

 

クロス集計 

 

 性別にみると、男性では「国

の道州制移行、県の動向に合わ

せて」「近隣市町の動向に合わせ

て」といった外的要因でタイミ

ングを見計らう人が女性よりも

多くなっている。一方、女性で

は男性に比べて「具体的にはわ

からない」が 5.1 ポイント高く

9.3％となっている。 

 

 

 

市町村合併のタイミングは、「近隣市町の動向に合わせて」が良い、と考え

る市民が半数以上。 

性別 

32.2

28.0

55.9

52.2

0.7

2.7 7.1

6.3 4.2

9.3 0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
N=182

男性
N=143

国の道州制移行、県の動向に合わせて
近隣市町の動向に合わせて
財政的に困難となった時に
せざるを得なくなった時に
具体的にはわからない
無回答

ポイント 

N=326

せざるを
得なく
なった
時に
7.1%

無回答
0.6%

近隣市町
の動向に
合わせて
53.7%

具体的に
はわから

ない
7.1%

財政的に
困難と
なった
時に

1.8%

国の道州
制移行、
県の動向
に合わ
せて

29.8%
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問４－３ 市町村合併をする場合の人口の適正規模はどれくらいが良いとお考えです

か。次の中から１つお選びください。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 「20 万人程度」が 45.7％で最も多く、次いで「特にない」が 16.0％、「30 万人程度」が 14.1％とな

っている。現在の２倍程度の人口規模への要望が約半数を占め、「50 万人程度」や「70 万人以上」とい

った大規模の市町村合併を望む市民は多くないことがわかる。 

 

 

クロス集計 

 

 

性別にみると、男性では女性

に比べて「30 万人程度」が 8.5

ポイント高く18.9％となってお

り、「20 万人程度」に次ぐ割合

となっている。 

 

 

 

 

 

 

現在の２倍程度の人口規模の合併を望む市民が約半数。 

大規模合併を望む市民はほとんどいない。 

 

ポイント 

性別 

14.8

5.6

10.4

7.0

41.8

50.3

10.4

18.9 1.4

3.3 2.2

1.4 15.4

16.5

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
N=182

男性
N=143

10万人程度 20万人程度 30万人程度 50万人程度

70万以上 特にない わからない 無回答

N=326

20万人
程度

45.7%

10万人
程度
8.9%

30万人
程度

14.1%

70万人
以上
1.8%

50万人
程度
2.5%

特にない
16.0%

わから
ない

10.7%

無回答
0.3%
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問４－４ 現在、御殿場市の人口は約９万人です。市町村合併を進める場合、どの市町

との合併が適当であるとお考えですか。適当と思う市町を次の中からいくつ

でも選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「小山町」が 94.5％で最も多く、次いで「裾野市」が 78.2％、「長泉町」が 30.7％となっている。隣

接している２市町に支持が集中しており、その他の市町村との合併を望んでいない市民が多いことがわ

かる。 

 

 

 

合併の相手として「小山町」と「裾野市」に圧倒的な支持。 ポイント 

(N=326)
0

(%)

１位 小山町 94.5

２位 裾野市 78.2

３位 長泉町 30.7

４位 箱根町 12.3

５位 三島市 8.3

６位 沼津市 7.1

７位 清水町 5.5

８位 山中湖村 3.4

９位 富士吉田市 2.1

10位 富士市 1.8

11位 富士宮市 1.5

12位 函南町 1.2

13位 富士河口湖町 0.3

14位 伊豆の国市 0.3

15位 熱海市 0.3

16位 伊豆市 0.0

17位 伊東市 0.0

18位 下田市 0.0
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問４－５ 各市町の行政サービスや負担には差があります。市町村合併によって、行政

サービスの内容が低下したり、みなさんの負担が増加する事業があっても、

合併を進めるべきである思いますか。次の中から１つお選びください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「そう思わない」が 60.1％で過半数を占めており、「そう思う」は 31.3％となっている。合併が将来

の御殿場市にとって必要だとしても行政サービスの低下や負担の増加を招いてまでも合併を進める必

要はないと考える市民が多いことがわかる。 

 

 

クロス集計 

 

 

 性別にみると、男性では女性

に比べて「そう思う」が 15.2 ポ

イント高く39.9％となっている。

一方、女性では男性に比べて「そ

う思わない」が 6 ポイント高く

62.6％となっている。 

 

 

 

 

行政サービスの低下や負担の増加を招いてまで合併する必要はない、と考

える市民が 60.1％。 

女性の方がその割合はさらに高い。 

ポイント 

性別 

39.9

24.7

56.6

62.6

1.4

9.9 2.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
N=182

男性
N=143

そう思う そう思わない その他 無回答

N=326

そう思わ
ない

60.1%

無回答
2.5%

そう思う
31.3%

その他
6.1%
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問４－６ 都道府県から道州制に移行する議論がありますが、道州制に移行するとした

ら、御殿場市はどの圏域に入るのがいいと思いますか。 

次の中から１つお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「南関東圏域」が 76.1％で多数を占めている。「中部圏域」という回答は 6.7％に過ぎず、御殿場市

民にとって、中部圏よりも南関東圏をなじみ深く感じていることの表れといえる。また、「どこでもよ

い」はわずか 2.5％となっており、主張が明確に表れる設問となっている。 

 

 

クロス集計 

 

 

 性別にみると、比率にほぼ変

化はなく、考え方の違いはない

といえる。 

 

 

 

 

 

 

道州制に移行するとしたら、約 4 人に３人が御殿場市は「南関東圏域」に

入るべきと考えている。 

 

 

N=326

どこでも
よい

2.5%

南関東
圏域

76.1%

無回答
2.1%

わから
ない

12.6%

中部圏域
6.7%

ポイント 

性別 

7.7

5.5

76.2

76.4

10.5

14.3 1.1

4.2 1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
N=182

男性
N=143

中部圏域 南関東圏域 わからない どこでもよい 無回答


